
平成 12 年度試験研究成果 

区分 普及 題名 良食味えだまめ品種「滝系 C8」の長期継続出荷技術 

［要約］ 
 えだまめ品種「滝系 C8」は、5 月上旬から 6 月中旬まで、45 日間程度の範囲で播種期を組み合わせること

により、収穫期を 8 月中旬から 9 月中旬までの 35 日間程度に拡大できる。 

キーワード えだまめ 長期出荷 滝系 C8 園芸畑作部 野菜畑作研究室 

1．背景とねらい 
平成 11 年度に奨励品種として採用された中生のえだまめ品種「滝系 C8」は、莢色が淡いものの、食味が

特に優れることから差別販売に適した品種として期待されている。 
しかし、通常の収穫期は 8 月中～下旬の短期間に限定されることから、消費者の要望に応えるとともに、

有利販売を図るための長期継続出荷技術を検討した。 
 
2．技術の内容 
（1）5 月上旬から 6 月中旬まで、45 日間程度の範囲で播種期を組み合わせることにより、収穫期を 8 月中旬

から 9 月中旬までの 35 日間程度に拡大できる。（表 1） 
（2）5 月上旬の早播きでは、ポリマルチ及び通気性不織布によるべたがけとの組み合わせにより生育促進を

図る。べたがけの実施期間は鳥害防止効果も兼ねるので、えだまめの初生葉展開期までとする。（表 1） 
（3）5 月中旬以降の播種でも、ポリマルチの使用により生育量が確保され多収を得ることができる。栽植様

式は播種期を問わず畦幅 140cm（2 条）、株間 30cm が適する。（表 1） 
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3．普及上の留意事項 
（1）播種から収穫までの積算日平均気温は、播種期を移動しても約 2000℃でほぼ一定である。（図 1） 

従って、地点別・播種期別の収穫時期を予測できる。 
（2）6 月 20 日の晩播では、品質的には問題ないものの、収量が低下する。（表 1） 
（3）ハウス内で 4 月上旬に播種すると 7 月中～下旬の収穫となる。（表 1） 
（4）ポリマルチを使用しない場合、収量は劣るが節間が短くなり、枝つき出荷に適応した草姿となる。（表 1） 
 
4．技術の適応地帯 

県中南部 
 
5．当該事項に係る試験研究課題 

［野菜 2］－1－（1）－ア 市場性の高い岩手銘柄えだまめ品種の育成 
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7．試験成績の概要 
 
表 1 生育ステージ及び収穫時の生育・収量 
作型 年次 播種日 栽植1） 開花期 収穫期 播種～収穫 主茎長 一次 収量2） 完全莢 多粒莢 一莢平均重3） 
 (年) (月.日) 様式 (月.日) (月.日) (日) （cm） 分枝数 （kg/a） 率（％） 率（％） （g） 
ハウス H11 4. 5 ② 6. 2 7.19 105 80 9.5 113 60 44 2.7 
マルチ H10 5.18 ② 7.13 8.24 98 73 7.4 103 73 31 2.6 
 H11 5. 64） ② 7. 4 8.11 97 88 9.7 120 71 42 2.1 
  5.21 ② 7.14 8.16 87 73 8.3 130 76 56 2.1 
  6. 4 ② 7.26 8.31 88 68 8.5 129 74 32 2.4 
  6.21 ② 7.31 9.14 85 57 8.5 104 64 31 2.7 
 H12 5. 64） ② 6.30 8. 7 93 67 7.9 118 71 44 2.4 
   ① 6.30 8. 7 93 66 8.7 105 69 44 2.5 
  5.19 ② 7. 6 8.15 88 64 7.7 155 71 45 2.8 
   ① 7. 6 8.17 90 66 8.2 117 69 40 2.6 
  6. 5 ② 7.20 8.28 84 48 7.2 102 71 31 2.2 
   ③ 7.20 8.28 84 40 6.4 110 71 34 2.4 
  6.205） ② 7.31 9. 4 76 35 6.0 63 65 23 2.6 
   ③ 7.31 9. 4 76 37 6.0 70 61 28 2.5 
無マルチ H10 5.18 ④ － 8.24 98 52 6.4 79 79 32 2.5 
  5.27 ④ － 8.28 93 59 6.6 86 71 31 2.6 
  6. 9 ④ － 9. 2 85 55 6.3 72 73 49 2.4 
  6.19 ④ － 9. 7 80 61 6.6 60 80 46 2.1 
 H11 6.16 ④ － 9.16 92 42 6.6 84 66 23 2.7 
注 1）栽植様式 ①畦幅 140×株間 40cm×2 条（357 株/a） ②畦幅 140×株間 30cm×2 条（476 株/a） 
        ③畦幅 140×株間 24cm×2 条（595 株/a） ④畦幅 70×株間 30cm（476 株/a） 
注 2）収量は完全莢の収量 
注 3）一莢平均重は完全 2 粒莢で比較 
注 4）H11.5.6 マルチ区と H12.5.6 マルチ区は播種後初生葉展開期までべたがけを使用 
注 5）H12.6.20 播種は、干ばつの影響で十分な生育量を確保できないうちに生殖生長期に移ったため、収穫

期が早まり、収量も劣った 
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図 1 播種日・マルチの有無別積算日平均気温 


